


















































































































チル化が観察され、(2) 肝癌未発症の C 型慢性
肝炎において、それらのメチル化が出現した場
合、発癌までの期間が短いことが明らかにされ
ました。また、これらの遺伝子の異常メチル化
は C 型肝炎の有無に関わらず、発癌に寄与す
ると考えられます。これらの事実より、慢性肝
疾患におけるこれらのメチル化の増加は、肝炎
ウイルスや線維化ステージを凌ぐ発癌の危険因
子であると考えられ、肝発癌の予測に有用なバ
イオマーカーとなり得ると考えられました。今
後は、さらに多数の組織を解析し、より明確な
結論を出したいと考えております。
　最後になりましたが、この研究の遂行にあた
り、貴重な研究助成を賜りました大阪癌研究会
にこの場をお借りして深謝申し上げます。貴財
団の益々のご発展を祈念申し上げます。
＊近畿大学医学部消化器内科
　平成 23 年度一般学術研究助成金交付者
